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昨年度の文献調査結果のまとめ

「強度・変形特性」「構造・材料」「試験種類・試験機」のキー
ワードが占める率が６５％であった．

「強度・変形特性」に関しては従来の「たわみ」「変位」「変形係
数」などのキーワードとともに「地震」というキーワードも比較
的多かった．

「構造・材料」に関しては，従来の舗装構成や舗装材料を表
すキーワードとともに「空洞」というキーワードも比較的多かっ
た．

「試験種類・試験機」に関しては，「FWD」に関するキーワード
が多く挙げられていた．

論文数：99編
キーワード（著者指定）合計：379件



2011～2015年の5カ年において日本国内で発表された論文か
ら，

◆ 2-a 非破壊試験による交通地盤構造物の健全度評価手法

◆ 2-b 交通地盤構造物における耐震性能の評価手法

◆ 2-c 交通地盤構造物の陥没・空洞調査手法

の3つのサブテーマにおける研究動向の把握を試みた．

抽出元の論文は，地盤工学研究発表会，地盤工学ジャーナル，
土木学会年次学術講演会，土木学会論文集，鉄道工学シンポ
ジウムに発表されたもので，昨年度の調査対象の文献とほぼ同
じである．

今年度の文献調査の概要



2-a 非破壊試験による交通地盤構造物の健全度評価手法
2-b 交通地盤構造物における耐震性能の評価手法
2-c 交通地盤構造物の陥没・空洞調査手法

サブテーマの論文数の傾向

2-a（非破壊）

64編

23編

16編

2-b（耐震）

2-c（陥没
空洞）

3編

2編

合計：98編

・サブテーマ2-a（非破壊）の論
文が一番多い．
・サブテーマ2-c（陥没空洞）につ

いては，他のサブテーマとの重
複が多かった．これは，陥没・
空洞のリスクが地震時あるいは
地震後に高まること，陥没・空
洞の探査には非破壊による調
査の開発に力点が置かれてい
るためと考えられる．



サブテーマごとの研究動向

2-a 非破壊試験による交通地盤構造物の健全度評価手法
2-b 交通地盤構造物における耐震性能の評価手法
2-c 交通地盤構造物の陥没・空洞調査手法

中分類

対象施設 対象材料 対象とする主な機能 評価・調査手法

小
分
類

道路 瀝青材料 平坦性 縮尺模型試験

鉄道 セメント系材料 すべり抵抗性 実物大模型試験

港湾 粒状材料 排水性 要素試験

空港 土質材料 耐久性 数値解析

その他 その他 低騒音性 現地調査・現地試験

その他 その他

サブテーマごとに， ①対象施設， ②対象材料，③対象とする主な機能，④評価・調査
手法，のそれぞれの分類（中分類）について表に示す項目で分類（小分類）を行った．



①対象施設（道路，鉄道，港湾，空港，その他）
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2-a(非破壊）の分布傾向は

全体のものに似ているが，鉄道はやや少ない．

2-a（非破壊）
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2-c(陥没空洞）の分布では道路が圧倒的に多い．

2-c（陥没空洞）

a) 全体における傾向 b) サブテーマ2-a（非破壊）における傾向

c) サブテーマ2-b（耐震）における傾向 d) サブテーマ2-c（陥没空洞）における傾向

・サブテーマ2-b（耐震）

では鉄道を対象として
いる論文が相対的に
多かった．
・サブテーマ2-c（陥没

空洞）では道路を対象
施設としている論文が
圧倒的に多かった．



鉄道バラスト軌道の地震時座屈リスク評価に関する研究例

道路舗装の陥没空洞危険度評価に関する研究例

中村ら，2014
安竹ら，2017（注：本セッション）

佐藤ら，2015 佐藤・桑野，2015



②対象材料（瀝青，セメント系，粒状，土質，その他）
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ともに瀝青材料が相対的に多い．
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2-a（非破壊）

a) 全体における傾向 b) サブテーマ2-a（非破壊）における傾向
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2-b(耐震）のものに比較的似ている．
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2-c（陥没空洞）

c) サブテーマ2-b（耐震）における傾向 d) サブテーマ2-c（陥没空洞）における傾向

・セメント系材料を対象
とする論文数が相対的
に少なかった．
・サブテーマ2-a（非破

壊）では，瀝青材料か
ら土質材料まで多岐の
対象にわたり精力的に
研究が行われていた．
・サブテーマ2-b（耐震）
とサブテーマ2-c（陥没

空洞）では瀝青材料に
対して粒状材料や土質
材料が多い傾向となっ
た．



小型 FWD 試験による低温時の路盤
のK 値測定(木幡ら，2015)

ドップラー振動計によるアスファルト舗装表面のたわみ測定(竹内ら，2015)

小型FWD を用いた軌道の支持剛性評価
（伊藤ら, 2013,2014)



③対象とする主な機能
（平坦性，すべり抵抗，排水性，耐久性，低騒音性，その他）
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2-a（非破壊）
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2-c（陥没空洞）

a) 全体における傾向 b) サブテーマ2-a（非破壊）における傾向

c) サブテーマ2-b（耐震）における傾向 d) サブテーマ2-c（陥没空洞）における傾向

・耐久性を対象とする
論文数が圧倒的に多
かった．構造や材料の
耐久性が構造物の有
用性に大きく影響し，
各サブテーマで重点的
に取り扱われるためと
考えられる．

・耐久性についで多
かったのは，その他を
除くと平坦性であった．
たとえばサブテーマ2-b

（耐震）では，地震後の
道路段差の評価とその
対策を検討しているも
のが複数あった．



④評価・調査手法
（縮尺模型，実物大模型，要素試験，数値解析，現地調査・試験，その他）
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2-c（陥没空洞）

a) 全体における傾向 b) サブテーマ2-a（非破壊）における傾向

c) サブテーマ2-b（耐震）における傾向 d) サブテーマ2-c（陥没空洞）における傾向

サブテーマ 2-a （非破

壊）では現地調査・試
験が相対的に多かった．
また要素試験に関係す
る論文も多く認められ
た．
・サブテーマ2-b（耐震）

では模型試験や数値
解析による手法がほと
んどである．
・サブテーマ2-c（陥没

空洞）では模型試験や
数値解析に加えて，現
地調査・試験による手
法も比較的多い結果と
なった．



三軸試験の繰返し載荷による路盤材料の
評価(木幡ら，2017(注：本セッション))

細粒土混入道床バラストの保水性試験機
の製作(青柳ら，2017(注：本セッション))

バラスト軌道の道床横抵抗力に関するFE解析
(藤波ら，2011)

GPRと小型FWDを用いた路面下空洞
調査 (城本ら，2013)



今年度の文献調査結果のまとめ

サブテーマ2-a（非破壊）では瀝青材料から土質材料まで多岐の対象にわたり研究
が行われていた．サブテーマ2-b（耐震）では鉄道を対象としている論文数が相対

的に多く，地震時におけるバラスト軌道の座屈リスクを評価し適切な対策を行うこ
となどが進められている．一方でサブテーマ2-c（陥没空洞）では道路を対象施設と

している論文数が圧倒的に多く，管路の老朽化にともなう陥没空洞の発生メカニ
ズムを解明し適切にリスクを把握することなどが行われていることが確認された．

いずれのサブテーマでも耐久性を対象としている論文が圧倒的に多く，構造や材
料の耐久性が構造物の有用性に大きく影響し，各サブテーマで重点的に取り扱わ
れるためと考えられた．

サブテーマ2-a（非破壊）では現地調査・試験とともに，要素試験に関係する論文も
多く認められるなど多様な手法で検討されていた．サブテーマ2-b（耐震）では模型

試験や数値解析による手法がほとんどであり，今後は現地調査・試験や要素試験
による診断・評価方法の開発が期待されるところである．サブテーマ2-c（陥没空

洞）では模型試験や数値解析，現地調査・試験による検討により，境界値問題とし
ての複雑さに対応がなされていることが確認された．

2-a 非破壊試験による交通地盤構造物の健全度評価手法
2-b 交通地盤構造物における耐震性能の評価手法
2-c 交通地盤構造物の陥没・空洞調査手法


